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１．単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元目標と評価規準 

観点 目標 評価規準 

知識 
技能 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わ

りについて気付くことができる。 

・ハ長調の楽譜を見て歌うことができる。 

・呼吸及び発音の仕方に気を付けて，自然

で無理のない歌い方で歌うことができ

る。 

・互いの歌声や伴奏を聴いて，声を合わせ

て歌うことができる。④⑤ 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりに

ついて気付いている。 

・ハ長調の楽譜を見て歌唱と演奏をしている。 

・呼吸及び発音の仕方に気を付けて，自然で無

理のない歌い方で歌っている。 

・互いの歌声や伴奏を聴いて，声を合わせて歌

っている。 

 音楽を楽しんでいる児童が９４％いる。歌唱やリコー

ダー，リズム作りも意欲的に取り組む児童が８３％いる。

リコーダーのきれいな音色にあこがれをもち，進んで練

習している児童が８３％いる。しかし，歌唱については，

好きだけど自分の声質に自信をもてないために大きな声

で歌えなかったり，音程を気にして人前で歌うことに消

極的になったりする児童が１１％いる。 

 また，どの教科でも，与えられた課題に対して自分の

考えを発表したり，友だちと協力して活動したりするこ

とが好きな児童が７６％いる。半面，深く考えることが

苦手で，何度も同じ間違いをしてしまう児童や集中がで

きず解決の見通しを持ちにくい児童も１８％いる。 

児童は 

本単元は，小学校学習指導要領の音楽第３学年及び第４

学年の内容Ａ表現（１）歌唱ア「歌唱表現についての知識

や技能を得たり生かしたりしながら，曲の特徴を捉えた表

現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもつ

こと。」歌唱イ「曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わ

りについて気付くこと。」を受けて設定している。 

旋律の特徴を感じ取りながら，曲想とその変化を感じ取

って聴いたり，楽曲を聴いて感じ取ったりしたことを言葉

で表すなどすることで，楽曲の特徴や演奏のよさに気づく

ことがねらいの単元である。また，旋律の特徴を生かして，

曲想にふさわしい表現を工夫したり，歌詞の表す情景を思

い浮かべたりしながら，思いや意図をもって表現する能力

をのばすことのできる単元でもある。 

この単元は 

音楽科指導案                         

日時：１０月１２日（金）第６校時 

                             学年：第３学年 １９名 

指導者：小川 真里 

 

本単元の指導に当たっては，道徳参観日のゲストティーチャーにお礼の気持ちを歌で伝えることを目

標に，どのように表現すると気持ちをつたえられるかについて単元導入で「質問づくり」を行う。まず

歌唱「あの雲のように」，鑑賞「メヌエット」，器楽「山のポルカ」を学習した後，曲の特徴を捉えた旋

律や歌詞の大切さを感じ，本単元のまとめである歌唱「ふじ山」の学習を行う。富士山の雄大な姿を現

す歌詞が旋律の動きにも表れているため，イメージをもたせるために富士の写真を見せたり，歌詞を音

読させたりし，様子を思い浮かばせて表現の工夫を考えさせる。また旋律の音の上がり下がりに目を向

けさせ，曲の山を感じ取るために，旋律の動きに合わせて身体表現をさせる。その後，思考ツールを使

い根拠を共有し，思いや意図をもって歌う学習に進んで取り組めるようにする。どのように歌うかをグ

ループごとに練習し，自分の思いを伝え合いながら，のびのびと歌うことができるようにする。写真を

みて感じたことを発表させたり，身体を使って大きく表現させたりして，自分の思いを表現へつなげら

れるようにする。自分が感じたことを歌唱表現させることで自信を持たせたい。 

指導の手立て 

せんりつのとくちょうを 
かんじとろう 

糸崎小学校で育てようとする資質や能力及び態度   ＊  は今年度の重点項目 

①課題発見・解決能力 ②思考力・判断力・表現力    ③コミュニケーション能力 

④主体性・積極性   ⑤回復力  ⑥協調性・柔軟性  ⑦自らへの自信 



思考力 
判断力 
表現力 

・曲の特徴を捉えた表現を工夫し，どのよ

うに歌うかについて思いや意図をもつこ

とができる。①⑦ 

・歌唱表現を工夫する手掛かりを曲の特徴から 

 考え表現を作り出そうとしている。 

・このように歌いたいという考えをもっている。 

学びに
向かう
力 

人間性 

・歌唱表現をする中で，主体的に楽しく表 

 現しようとすることができる。④⑦ 

・歌唱表現などの活動を友だちと協力して進ん 

 で行っている。 

・友だちの表現を模倣したり，友だちと違う表 

 現を生み出したりして，表現の幅を広げてい 

 る。 

 

３ 指導計画とルーブリック（本時 ９/１０ ※音楽１０時間 学級活動１時間 道徳１時間） 

次 時 学習活動 
ルーブリック 

資質 思考ツール 
Ｓ Ａ 

一 

学

級

活

動 

ゲストティーチャーに感謝の

気持ちを伝えるためにどのよ

うなことができるか話し合

う。単元を貫く学習課題を立

て，質問づくりを行う。 

Ａに加え，大切な質

問について，根拠を

もとに説明してい

る。 

課題解決に必要な質

問を複数考えている。 

①  

 

二 

 

１ 

「あの雲のように」（歌唱） 

旋律の音の上がり下がりを感

じながら，曲想に合う歌い方

で歌う。 

Ａに加え，工夫の理

由を友だちに説明し

ている。 

曲想にふさわしい表

現の仕方をいろいろ

工夫し試している。 
⑤ 

理由づけする 

（クラゲチャ

ート） 

２ 

「あの雲のように」（歌唱・器

楽） 

３拍子の拍の流れにのり，旋

律の特徴を生かして演奏す

る。 

Ａに加え，自分たち

の思いに合っている

か考え演奏してい

る。 

３拍子の拍の流れに

のり，旋律の特徴や違

いを生かして，リコー

ダーを演奏している。 

④⑦ 

 

 
三 

３ 
 

「メヌエット」(鑑賞) 

旋律の音の上がり下がりやリ

ズムに気を付けて聴く。 

Ａに加え，イメージ

したことや感想を友

だちに説明してい

る。 

楽曲全体にわたる曲

想とその変化を感じ

取って聴いている。 
④⑦ 

 

４ 
 

「メヌエット」（鑑賞） 

バイオリンの音色や楽曲全体

を味わって聴く。 

Ａに加え， 想像した

ことや感じ取ったこ

とを言葉で説明して

いる。 

楽器に注目しながら

旋律の特徴や曲想の

変化を感じ取って聴

いている。 

④⑦ 

比べる 

（ベン図） 

四 

５ 

「山のポルカ」(器楽) 

アの旋律を演奏し，旋律の特

徴や楽曲の構成を感じ取る。 

Ａに加え，アの旋律

の演奏の工夫を友だ

ちに説明している。 

ハ長調の楽譜を読み

階名唱ができる。アの

旋律をリコーダーで

演奏している。 

① 

 

６ 

「山のポルカ」(器楽) 

旋律やリズムの特徴を聴き取

り，運指や音色に気を付けて

アとイの旋律を演奏する。 

Ａに加え、アとイの

旋律の特徴に気づ

き，友だちに説明し

ている。  

イの旋律をリコーダ

ーで演奏している。リ

コーダーの低い音の

吹き方を理解し演奏

している。 

①④ 

比べる 

（ベン図） 



７ 

「山のポルカ」(器楽) 

旋律の特徴の違いや曲のまと

まりを感じ取りながら演奏す

る。 

Ａに加え，友だちの

演奏の感想を根拠を

もって発表してい

る。 

アとイの旋律の違い

を感じながらリコー

ダーで演奏している。 
⑦ 

評価する 

（ＰＭＩ） 

五 

８ 

「ふじ山」(歌唱) 

歌詞を音読したり，指導用 CD

を聴いたりして，様子を思い

浮かべながら歌う。 

Ａに加え，思いや意

図に根拠をもってい

る。 

歌詞の内容や旋律の

特徴から，思いや意図

をもって歌っている。  
⑤ 

広げる 

（イメージマ

ップ） 

 

 

９ 

「ふじ山」(歌唱) 

旋律の音の上がり下がりに気

を付けて曲の山を感じなが

ら，曲想にふさわしい歌い方

を工夫する。 

Ａに加え，工夫の理

由を友だちに説明し

ている。 

歌詞の内容や旋律の

特徴などが生み出す

曲想にふさわしい表

現になるような歌い

方の工夫がわかり試

している。 

①④ 

 

理由づけする 

（クラゲチャ

ート） 

10 

「ふじ山」（歌唱） 

発表会の練習をする。（のびや

かな響きのある声で歌う。） 

Ａに加え，聞く人を

意識して歌い，より

よい発表会になるよ

うに友だちと感想を

出し合っている。 

情景を思い浮かべ，曲

の山の表現を工夫し

て歌っている。 
⑦ 

評価する 

（ＰＭＩ） 

六 
道

徳 

ゲストティーチャーに感謝の

気持ちを込めて「ふじ山」を

歌う。 

Ａに加え，友だちと

声を合わせて旋律の

特徴に気を付けなが

ら発表している。 

感謝の気持ちを込め

て歌っている。 

④⑦ 

 



 

４ 授業構成図 
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対
象
と
既
有
の
知
識
と
を
関
連
づ

け
，
対
象
が
生
じ
る
原
因
を
類
推 

見
通
し
や
実
行
方
法
を
発
想
す
る

場
面 

本
時
の
ね
ら
い 

旋
律
の
音
の
上
が
り
下
が
り
に
気

を
付
け
て
曲
の
山
を
感
じ
な
が

ら
，
曲
想
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
い
方

を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
課
題
対
応
能
力
）
★ 

目
指
す
子
ど
も
の
姿 

Ｓ
曲
想
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
の
根
拠

を
友
だ
ち
に
説
明
し
て
い
る
。 

Ａ
歌
詞
の
内
容
や
旋
律
の
特
徴
な
ど

が
生
み
出
す
曲
想
に
ふ
さ
わ
し
い

表
現
に
な
る
よ
う
な
歌
い
方
の
工

夫
が
で
き
る
。 

十
月 

十
二
日
（ 

金 

）
六
校
時 

 
 

指
導
者 

小
川 

真
里 

三
原
市
立
糸
崎
小
学
校 

三
年 

一
組 

音
楽
科
「
せ
ん
り
つ
の
と
く
ち
ょ
う
を
か
ん
じ
と
ろ
う
」 

第
九
時 授

業
構
成
図 

Ａ
だ
と
判
断
し
た
子
ど
も
の
姿 

 

表
現
の
工
夫
は
で
き
る
が
、
自
分
の

考
え
を
友
だ
ち
に
根
拠
を
も
っ
て
説

明
で
き
な
い
。 

  深
い
学
び
の
視
点 

①
既
有
知
識
を
関
連
付
け
て
考
え
、

一
階
層
上
の
知
識
を
得
る
。 

②
獲
得
し
た
知
識
を
汎
用
的
に
活

用
す
る
。 

③
学
習
の
目
的
を
、
よ
り
高
い
目
的

に
価
値
づ
け
る
。 

 

①

前
時
の
振
り
返
り
を
す
る
。 

Ｔ
「
ふ
じ
山
」
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。 

Ｔ
元
気
よ
く
歌
え
ま
し
た
ね
。 

Ｃ
好
き
な
曲
だ
か
ら
、
大
き
い
声
で

歌
っ
た
。 

Ｔ
大
き
い
声
で
元
気
よ
く
歌
う
こ
と

は
大
切
で
す
ね
。
歌
を
歌
う
と
き

に
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
。 

Ｃ
き
れ
い
な
声
で
歌
う
こ
と
。 

Ｃ
言
葉
を
大
切
に
歌
う
こ
と
。 

Ｃ
い
い
高
さ
で
歌
う
こ
と
。 

Ｃ
息
つ
ぎ
の
場
所
を
守
る
。 

Ｔ
そ
う
で
す
ね
。
た
く
さ
ん
大
切
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
の
ポ
イ

ン
ト
が
で
き
る
た
め
に
は
ど
ん
な

歌
い
方
を
し
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
。 

②

学
習
課
題
を
た
て
る 

    
③

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
す
る
。 

Ｔ
今
日
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
し

ま
し
ょ
う
。 

Ｃ
わ
た
し
は
、
歌
詞
や
音
の
高
さ
に

あ
っ
た
歌
い
方
が
で
き
た
ら
Ａ
だ

と
思
い
ま
す
。 

Ｃ
僕
は
、
Ａ
プ
ラ
ス
「
こ
う
い
う
風

に
歌
い
た
い
の
は
こ
う
い
う
理
由

だ
か
ら
」
と
説
明
で
き
た
ら
Ｓ
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

◇留
設
定
が
難
し
い
場
合
は
、
指
導
者

が
提
示
し
、
児
童
と
共
通
理
解
を

も
っ
て
進
め
る
。 

課
題
を
見
出
す
場
面 

対
象
と
既
有
の
知
識
と
の
「
ズ
レ
」

を
認
識 

振
り
返
り
場
面 

歌
詞
や
音
の
高
さ
な
ど
に
あ
っ
た
歌

い
方
を
し
よ
う
。 

「クラゲチャート」 

④ 

班
ご
と
に
練
習
す
る
。
★ 

Ｔ
班
で
何
に
気
を
付
け
て
歌
う
の
か
付

箋
に
書
い
て
、
意
識
し
て
練
習
し
ま

し
ょ
う
。 

Ｃ
み
ん
な
で
歌
詞
を
も
う
一
回
読
ん
で

み
よ
う
。 

Ｃ
「
ふ
じ
は
日
本
一
の
山
」
っ
て
大
事

だ
と
思
う
。
大
事
に
歌
お
う
。 

Ｃ
大
事
っ
て
大
き
く
っ
て
こ
と
か
な
。 

Ｃ
ド
レ
ミ
に
合
わ
せ
て
手
を
つ
け
て
み

よ
う
。 

Ｃ
一
番
高
い
音
は
ド
だ
ね
。
手
を
い
っ

ぱ
い
上
に
あ
げ
る
よ
う
に
ド
の
時
に

大
き
く
す
る
の
は
ど
う
か
な
。 

Ｃ
突
然
大
き
く
だ
と
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
よ
。
だ
ん
だ
ん
大
き
な
声
に
し
て

い
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。 

◇留
グ
ル
ー
プ
活
動
を
助
言
し
な
が
ら
見
守
る
。
全
員

が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
友
だ
ち
の
意
見
と
自
分

の
意
見
を
比
較
さ
せ
た
り
、
様
々
な
意
見
を
実
際

に
練
習
し
思
い
を
表
現
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
個

別
指
導
を
す
る
。 

⑤ 

全
体
で
交
流
す
る
。
★ 

Ｔ
一
班
か
ら
今
日
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
ょ
う
。 

◇留
思
考
ツ
ー
ル
「
ク
ラ
ゲ
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
っ
て
表

現
の
工
夫
を
理
由
づ
け
す
る
。 

Ｔ
全
部
の
班
を
聴
き
ま
し
た
ね
。
み
ん

な
共
通
な
歌
い
方
は
何
だ
っ
た
。 

Ｃ
盛
り
上
げ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。 

Ｔ
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一
番
盛
り
上
が

る
と
こ
ろ
を
「
曲
の
山
」
と
言
い
ま

す
。 

⑥ 

学
習
の
ま
と
め
・
振
り
返
り
を
す

る
。 

Ｔ
今
日
の
振
り
返
り
を
し
ま
し
ょ
う
。 

Ｃ
今
日
私
は
Ｓ
で
し
た
。
音
が
高
く
な

っ
た
り
低
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
こ

と
を
意
識
し
て
班
で
練
習
す
る
と
き

に
み
ん
な
に
分
か
る
よ
う
に
説
明
で

き
た
し
、
そ
れ
に
こ
の
曲
に
ふ
さ
わ

し
い
歌
い
方
に
な
る
よ
う
に
た
く
さ

ん
考
え
る
こ
と
も
で
き
た
か
ら
で

す
。 

 

思考スキル 
「理由づけする」 

↓ 
思考ツール 



５ 思考ツール 
 

・ 

（        ） 

大切な歌し 

「ふじは日本一の

山」 

ゲストティーチャーに感動をしてもらう  ために 

音ぷの長さ 

長い音  

 

音の高さ（旋律） 

だんだん高く 

だんだん低く 

流れがある 

 

「ふじは日本一の山」を一番大切

に気持ちをこめて歌う。 

「ふじ山」をどう歌う？ 

しせい 

たちかた 

ブレス 

言葉 

はっきり 

歌い出し 


